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少子化や核家族化の進行、地域社会のつながりの希薄化により、子育
てに悩みや不安を持つ保護者が増えていることから、気軽に集まり話がで
き、お互いの不安を相談できる場所や機会が求められています。
本市では、４か所の子育て支援センターが整備され、主に就園前の親
子の遊び、相談の場を提供しています。また、ファミリー ･サポート･セ
ンターは順調に会員数を伸ばし、利用者の多様なニーズに応えることがで
きるようになっています。
今後は、行政のみでなく、地域住民のつながりを一層強化し、異年齢
児や大人との交流ができ、気軽に相談し助け合うことのできる地域コミュ
ニティの確立が望まれています。家庭、地域、事業者、行政がそれぞれ
の役割を担い、連携し、子どもの主体的、創造的な育成を図ることが求め
られるとともに、子育てを支援する市民の自主的活動の育成や支援が必要
です。
一方、少子化が進行する中で、本市における合計特殊出生率は、全国

や愛知県を上回る値を示しており、女性の社会参加を背景に、保育園の０
～２歳児は待機児童が出ている状況です。市の組織改革を行い、幼稚園
と保育園の窓口を一本化し、就学前児童の保育と幼児教育の充実を図っ
ています。また、児童クラブにおいても待機児童が出ています。今後も増
加すると想定されるニーズに対応するため、幼稚園と保育園の連携や施設
整備を進める必要があります。
また、子どもを取り巻く環境の変化、家庭や地域の子育て機能や教育力
の低下が指摘される中、放課後の子どもが異学年や地域の大人と交流で
き、安全 ･安心で健やかに過ごすことができる居場所の確保が求められて
います。

■ファミリー ･サポート･センター……地域において育児の援助を受けたい人（依頼会員）と行い
たい人（援助会員）が会員となり、育児について助け合う会員組織。

■合計特殊出生率……15歳から49歳までの女性の年齢ごとの出生率の合計で、一人の女性が生
涯に生む子どもの数を表す。

■児童クラブ……仕事などで保護者が昼間家庭にいない小学校低学年児童が、学校終了後などに
健全に過ごす場のこと。

■療育……医療 ･治療の「療」と、養育 ･保育 ･教育の「育」を合体した造語。障害のある児童
に対して、医学的治療だけでなく、教育その他の諸科学を駆使して、能力や可能性の開発を
図ること。

■放課後子ども教室……小学校などの施設を活用し、地域の人の参加を得て、子どもとともに遊び
や体験、学習などの取組みを行う事業。

現状値
目標値

2015 年 2020 年

●各地域に子育て支援団体があり、
地域全体が連携して子育て家庭を
支援しています。
●子育てをしながら安心して社会参
加ができる環境が整っています。

75.8％ 78％ 80％

1,947 人 2,200 人 2,400 人

現状値
目標値

2015 年 2020 年

●地域住民と子どもたちがのびのび
と交流しています。
●子どもたちが多様な経験や価値観
を学んでいます。

71.1％ 76％ 80％

８団体 15 団体 20 団体

刈谷市次世代育成支援行動計画
2005 年～ 2014 年

関連計画
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核家族化の進行や地域連携の希薄化などにより、子どもを取り巻く環境が大きく変化し、子育て
機能の低下が危惧される中、地域住民主体の自主的な活動を基本に、地域社会全体で子育て家庭
を応援するとともに子どもの育ちを支援する必要があります。
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▼
　
次
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て
支
援の役割

家族は、子どもを愛
情と責任を持って育
てます。市民一人ひ
とりは、子どもと子
育て家庭を応援する
意識を持ちます。

などの役割

地域社会全体で子どもと子育て家庭
を応援するとともに、リーダー的な
役割を果たし、子育て支援に取り組
みます。また、仕事と子育てが両立
しやすい環境づくりや、子育て家庭
に配慮した職場づくりに努めます。

の役割

施設整備などの基盤整備に
努めるとともに、子育て支
援団体や子育てサークルの
活動の支援に努めます。ま
た、多様な家族形態や親の
就労の有無に関わらず、す
べての子どもの育ちを継続
的に支援します。

2013 2016 2020

①
子育て支援センターで気軽に親子が集い、遊び、相談できる場を提供し
ます。また、幼稚園と保育園においても子育て相談や講座を開催し、地
域から信頼される開かれた園づくりに努めます。

② 地域の子育て支援団体や子育てサークルの活動支援とネットワークの構築を図ります。

③ ファミリー ･サポート ･センターの利用者の視点に立ち、多様なニーズに柔軟に対応できる体制の整備を図ります。

2013 2016 2020

① 関係機関との連携により、児童虐待の防止や障害児療育の充実など、支援が必要な子どもが健やかに育つ環境整備を図ります。

② 各種手当の支給やひとり親家庭の自立支援を充実し、子育て家庭の経済的負担の軽減やひとり親家庭の安定した暮らしを支援します。

③ 地域、事業者、行政が一体となり、子育て支援に関わる仕組みづくりに努めます。

2013 2016 2020

①
子どもの情緒の安定や基本的生活習慣の確立、遊びや自然体験、直接体
験の充実、人と関わる力の育成などを図り、心豊かで心身ともに健康な
子どもを育成します。

② 保育の専門知識や保育技術を習得する研修を充実し、保育士と教諭の資質向上を図ります。

③ 地域の施設や地域の教育力を活用し、地域、園、家庭の三者が協力して保育と幼児教育の充実を図ります。

2013 2016 2020

① 老朽化した園舎の増改築や現有する資源をいかし、保育環境の整備を推進します。

② 幼稚園と保育園の連携強化を図り、保育園の待機児童の解消に努めます。

2013 2016 2020

① 小学校敷地内への児童クラブの設置を推進するとともに、定員の拡充を図ります。

② 放課後子ども教室において、地域住民の参加を得て、子どもの安全で安心な居場所づくりを推進するとともに、児童クラブとの連携を図ります。

③ 児童館を中心に、子どもや親子の遊び場、学習の場を提供するとともに、講座や行事を実施します。
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